
■新潟市 合併から政令市へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広域合併の概要

合併から政令市へ

黒埼町と合併２００１年 １月

１３市町村の大合併２００５年 ３月

巻町と合併２００５年１０月

新潟市・新津市・白根市・豊栄市・小須戸町・
横越町・亀田町・岩室村・西川町・味方村・
潟東村・月潟村・中之口村

人口：８１万人
面積：７２６km2

政令市への移行 （人口/50万人以上）

２００７年４月

本州日本海側初の
政令指定都市に移行

合併から政令市へ

市立の学校の教職員の任免，国道，県道の管理

■県からの権限移譲

■都市イメージの向上
国際会議の開催，企業立地の促進

⇒円滑なサービスの提供

⇒まちの活性化
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■本市を取り巻く社会状況 

 人口減少社会の到来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 超高齢社会の到来 
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新潟市 年齢階層別人口の割合
年少(0～14歳) 生産年齢(15～64歳) 老年(65歳以上)
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